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コーンスナック菓子の原料について

【コーングリッツ】

とうもろこしの角質胚乳部の
良質でんぷん部を主にひき
わりしたもの。

輸入されたとうもろこしは、コーングリッツメーカー
にて、コーングリッツに加工され、弊社工場へ納入
される。
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ハウス製品の表示について

表示方針：丁寧な説明をすること
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お客様からのお問合せについて

• 遺伝子組換えに係るお問い合せ件数

– 近年、年間１０～２０件程度で推移

• 代表的な声
– 「遺伝子組換えですか？ 原料に書いていないので…」
– 「分別流通ってことは、使っていないということ？」
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義務対象の範囲の拡大について

1. 対象品目
・・・DNA等が検出できるものに限定されていることに対して

原料であるコーングリッツは科学的な検証が可能
であり、モニタリングして品質管理できている。

効果的な品質管理の為には、科学的な検証方法
が必要と考える。 （油脂、醤油等は測定できない）
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義務対象の範囲の拡大について

2. 対象原材料
・・・原材料の上位３位までかつ５％以上に対して

お客様の関心事は、遺伝子組換え表示だけに
限らず多様である。

アレルギー表示、栄養成分、原料原産地等の表
示も求められる中で限られた表示スペースの中、
見やすく・バランス良くお伝えする必要があると考
えている。
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ハウス製品の表示について

アレルギー

開封後の注意

栄養成分

異物誤認
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義務対象の範囲の拡大について

3. 意図せざる混入率の引き下げ

 スタック品種の問題※があり、大豆ととうもろこし
を同じ土俵で議論することは適切でない。

※混入率が実際より高く見える

• スタック品種を考慮して、混入率を効率的に
モニタリングできる簡便な検査法が必要。

• 米国に依存している日本の現状を考慮すれば、調達
は難しくなるのではないか。
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表示制度についての意見・要望
―遺伝子組換え表示についてー

① 先ずは、リスクコミュニケーションが大切

 遺伝子組換え作物に対する国民の不安に対して、
先ずは、国が国民としっかり、リスクコミュニケーシ
ョンして欲しい。

 これがないまま 「表示」の制度だけが先走ってしま
うと、目指す制度にならないと考える。
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表示制度についての意見・要望
―遺伝子組換え表示に限らず表示全般ー

② 国は、食品表示トータルの政策・優先順位・
見直しの計画を明確にして欲しい

 食品業界の改版・包材廃棄ロスを削減できるよう、
国は、食品表示についてトータルの政策、優先順
位、見直しの計画を明確に示して欲しい。
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ご清聴、ありがとうございました

11




